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表紙写真の説明

カスケード方式 KEKPS 加
速器（高エネルギー加速器研
究機構提供）

右上750 keV 第二前段加
速器．全波整流コッククロフ
ト型高電圧発生装置，偏極負
水素イオン生成用高電圧ター
ミナルと加速管が見える．

左下線型加速器．光沢厚
銅メッキ法で製作された加速
タンクとドリフトチューブ等
で構成されている．左下方向
から前段加速器で 750 keV
に加速された H－ ビームが入
射される．

右下 500 MeV ブースタ
ー．主電磁石はコンバイン
ド・ファンクション型である．
1985 年以降，陽子マルチ
ターン入射方式に代わり H－

入射法（右上部に装置がある）
が適用された．

左上主リング．偏向電磁
石と四極電磁石によるセパレ
ーテッド・ファンクション型
構成であり，電磁石は優れた
磁気特性を持つ方向性鋼板で
製作された．左側にブースタ
ーからの入射ラインが見える．

背景高エネルギー加速器
研究機構（とくに PS 周辺）
の航空写真．

高崎榮一
（高エネルギー加速器研究機構）

加速器学会ホームページ http://www.kasokuki.com
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お詫びと訂正

本会誌第 3 巻第 1 号（2006 年 4 月 30 日発行）の表紙「赤外自由電子レーザー発生装置」の写真中

に記載しました提供元「東京理科大学」の表記が「東京理化大学」と誤っておりました．謹んで訂正さ

せていただきますと共に，関係者の皆様にご迷惑をおかけ致しました事を深くお詫び致します．


